
電磁石用電源装置（特許第5975345号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

物理化学実験や医療等の分野で使用される加速器の電磁石パルス状電流を印加する電磁石用電源装
置は、第１電流源と第２電流源を備え、パルス状電流の立ち下げの途中で、回生電流の回生先を切り替
えることにより、パルス状電流立ち下げのゼロクロス時における振動を抑制することができる。

技術的特長

電磁石に供給するパルス状電流立ち下げのゼロクロス時における振動を抑制可能な電磁石用電源装置
を提供することができる。

発明の効果

電磁石にパルス状の大電流を印加するための電磁石用電源装置を利用する分野で活用される

(1)加速器を利用する試験・研究 (2)病院・医療施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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【図１】に本発明の回路図

（実施例）を示す。電磁石(5)に
パルス状電流を印加する電磁
石用電源装置（1A）は、第１電
流源(2)と第２電流源(3)を備え、
パルス状電流の立ち下げの途
中で、回生電流の回生先が第１
電流源から第２電流源に切り替
わることにより、【図２】(A),(B)に
示すように電磁石電圧を低くし
て、パルス状電流の傾きを緩や
かに（パルス状電流立ち下げの
ゼロクロス時における振動を抑
制）することができる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

従来の電磁石用電源装置では
電磁石電流を入切りすると電磁
石用電源装置では、共振のエ
ネルギーが大きくなり、【図２】
(C),(D)に示すように、電磁石電
流Ｉの立ち下げのゼロクロス付
近で電磁石電流Ｉが大きく(例え
ば、頂部における電流値の10%
以上)振動してしまう。

従来の問題点

【図１】電磁石用電源装置の回路図（実施例）
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1A：電磁石用電源装置
2：第１電流源
3：第２電流源
5：電磁石
6：制御部
20：第１充電電源
21：第１コンデンサ
25a～25d：第１電流源の第１～第４スイッチング素子
26,36：駆動回路
27a～27d,37a～37d：サージ吸収用コンデンサ
30：第２充電電源
31：第２コンデンサ
32：第３充電電源
33：第３コンデンサ
34：整流素子
35a～35d：第２電流源の第１～第４スイッチング素子
35e：第２電流源の第５スイッチング素子ああああ

【図２】実施例の波形図

（Ａ）；電磁石電圧の全体波形図
（Ｂ）；（Ａ）の拡大波形図
（Ｃ）；電磁石電流の全体波形図
（Ｄ）；（Ｃ）の拡大波形図

＜発明の波形＞ ＜従来の波形＞

：発明により付加する回路
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